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【背熾と目的11999年以降に光線力学的治概(PDT）を行った

症例に対し治療直前の蛍光気管支錘による他病変の検索

(PDD）と．治擦後に定期的な自家蛍光観察(AFB>を行い，

６病変を新たに発見した．これらの臨床像について検討を加

えた．【対象と方法】1999年から2004年にPDTを行った１２

症例に.蛍光内視鏡システムPDS戸2000をH1いてＰＤＴ直前の

PDDを行った．病変部の赤色蛍光の範囲を観察し，強い赤色

蛍光を発生する部位の生検と細胞診を行って綱理学的に検討

した.治療後はPDS-2000を用いたＡＦＢにより経過を観察し

た．【結果】PDTの対象病変以外でPDD時に強い赤色蛍光が

観察された２３郁位を生検し、３部位を新たに扁平上皮柵と診

断した.そのうち,迅速細胞諺で診断した１病変と主揃変の近

傍にあった１病変は,－期的に論療した.残りの１病変は後日

PDTを行い治癒した．ＡＦＢによる経過観察｢'1に残りの２０

部位のうち２箇所を扁平上皮癌と診断し，後日ＰＤＴを行っ

た．【考察】ＰＤＴ時のＰＤＤ併用とＡＦＢによる総過銀察によ

り.並複病変の発見率が改善しＰＤＴの治癒半が向上するi可能

性が示唆きれた．
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